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働き方改革と働き手不足時代の救世主「サービスロボット」の可能性（第3回）

ロボット業界の抱える二つの課題

ロボット業界が抱える課題には、大きく分けて二
つの課題があります。一つは「技術者不足」。もう一つ
は「ユーザーのロボットに対する知識や理解力（＝ロ
ボットリテラシー）不足」です。一つ目の課題、技術
者不足の原因は、人口減少による働き手不足という
点と、技術者を育ててこなかった国の失敗という二
つの点があります。人口減少の問題はここで解説
するまでもないでしょう。問題は後者の国策の失敗
です。

日本は過去何十年にもわたり技術者を育ててきま
せんでした。ロボットを開発するには機械の知識だ
けではなく、制御ソフトウェアの知識も必要になり
ます。また、場合によっては心理学の
知識や動物の知識も必要です。つまり、
深く幅広い知識が開発技術者に求め
られるということです。そんな高い能
力が求められる技術者ですから、国
が本気で教育改革を行うなど本格的
に取り組まなければ技術者を揃える
ことはできないのです。

次に、二つ目の課題である、ユー
ザーがロボットについてよく知らない
というのも大きな問題です。

Amazonは物流ロボットのおかげで
今やEC小売で一人勝ち状態です。し

かし、なぜ他社はそうしなかったのでしょうか？ 物流
は単純作業が多く、普通に考えたら「ロボット」という
アイデアが出てきても良さそうです。しかし、そうは
なりませんでした。なぜか。その原因は、他社のロボッ
トリテラシー不足にあったと考えられます。

二つの課題を解決するために必要なこと

まず、技術者不足の問題は国が本腰を入れて技
術者を養成しなくてはなりません。高校生から学ば
せれば、高校と大学、場合によっては大学院の期間
学ぶことができ、おおむね6年～9年で社会に出て
くることができます。人がプロフェッショナルな知識
を身につけるには5年が必要と言われています。つ
まり、高校生から学ばせることで若いプロフェッショ

これまでの連載で全三回にわたってロボットにつ
いて解説してきました。すでに使われているものも
あれば、もう少し未来にならないと実現しないもの
もあります。ロボットがもたらす明るい未来はもう
すぐそこまで来ています。本連載を機に多くの人が
ロボットに関心を持っていただけたら幸いです。

ナル人材の輩出を期待できま
す。もちろん、社会人にも多
くの助成金を出して教育を奨
励すべきです。

ロボットリテラシー問題は、
ユーザー側に立った支援を業
界が実施することが必要です。
具体的には構想策定やプロ
ジェクトマネジメントなどです。
筆 者 が 所 属 す る NPO法 人
RobiZyでは、この問題に取り
組む活動を始めています。例
えば、ある電力企業が多角化
の 取り組 み の 一 つとしてス
マート農業に参入したのです
が、この時には構想/計画策
定支援を行いました。同社にはロボットの知見がな
かったため、どういうロボットを使い、どういう形で
実現していくのかなどを可視化して、分かりやすく
解説していきました。その結果、同社のロボットリテ
ラシーが高まり、今では自分たちの構想を自分た
ちの言葉で語れるようになっています。

ロボットは未来の救世主

ロボットの未来は明るいと筆者は考えています。
先に挙げた課題があるとはいえ、ロボットはまさし
く救世主です。ロボットの活用によって、ユーザー
は同じ時間で多くの利益を稼ぐことができます。ロ
ボットは重労働や危険作業を肩代わりします。これ
によりケガや病気、事故が軽減され、労働者がより
健康になります。労働者の健康は生産性の向上に
つながり、多くの利益を生み出します。利益向上は
給与向上につながります。給与が向上すれば市場
が盛り上がります。

給与が上がりながらも、自分たちの働く時間は減
る。ロボットはそんな未来を形づくります。これは
決してユートピアではなく、現実に見えている世界
です。オランダは世界に先駆けてスマート農業を進
めていますが、トマト栽培においては、その生産効
率は日本の平均的な農家の約8倍とも言われていま
す。日本のトマト農家が8時間かけて稼ぎ出す収益
をオランダの農家は1時間で稼いでしまうというこ
とです。どうでしょうか？ これはロボットがもたらす
未来のほんの始まりです。全人類がロボットによっ
て幸せな方向に変わっていくのです。

10月号、11月号で紹介してきた通り、
サービスロボットは生産効率を飛躍的に上げ、
労働者の時間的な余裕を生み出します。
そして現在、日常生活やさまざまなビジネスシーンにおいて
サービスロボットが活躍しています。
しかし、サービスロボットのさらなる普及、
活用を進めていくためには、
解決していかなければいけない課題があります。
最終回となる今回は、その課題と未来像について解説していきます。

サービスロボットの
課題と未来像
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多彩な知識を持つロボット開発技術者の養成が大きな課題に

スマート農業で進むロボットの活用

農業用ドローンの普及も拡大
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